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1
月
は
分
会
内
事
業
所
へ

新
年
あ
い
さ
つ
を
メ
イ
ン

に
、
近
況
の
聴
き
取
り
や
新

入
職
者
情
報
の
共
有
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
1
月
の
成
果

は
27
人（
前
年
比
64
・
3
％
）

と
な
り
、
加
入
の
大
方
は
分

会
内
事
業
所
の
新
入
職
者
に

よ
る
も
の
で
し
た
が
、
新
入

職
自
体
が
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
の
も
こ
の
期
間
の
特
徴
で

し
た
。
一
方
で
、
他
組
合
で

コ
ロ
ナ
給
付
金
の
相
談
を
受

け
ら
れ
ず
に
困
っ
て
い
た
仲

間
を
、
東
京
土
建
で
相
談
で

き
る
旨
を
声
か
け
し
、
「
家

賃
支
援
給
付
金
」
の
相
談
で

今
回
加
入
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も

み
ら
れ
ま
し
た
。
「
持
続
化

給
付
金
」
や
「
家
賃
支
援
給

付
金
」
等
の
申
請
期
限
延
期

も
あ
り
、
困
っ
た
と
き
の
相

談
先
と
し
て
組
合
を
求
め
る

ケ
ー
ス
が
続
き
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
拡
大
運
動
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
「
春

一
番
拡
大
」（
目
標
：
拡
大
2
・
5
％
、
1
7
2
人
）

は
、
1
月
か
ら
4
月
10
日
の
練
馬
支
部
定
期
大
会
ま

で
の
間
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
3
か
月
強
の
期
間
で
、
練
馬
支
部
全
28
分
会

か
ら
1
6
5
人
（
拡
大
率
2
・
40
％
）
の
加
入
成
果

で
、
20
分
会
が
拡
大
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。
8
分

会
が
1
月
現
勢
か
ら
の
実
増
を
達
成
し
、
春
本
番
に

む
け
さ
ら
な
る
飛
躍
の
可
能
性
を
示
し
ま
し
た
。

2
月
は
約
7
割
が
分
会
内

事
業
所
の
入
社
に
よ
る
も
の

で
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
組

合
員
の
兄
弟
間
の
紹
介
に
よ

る
加
入
や
、
確
定
申
告
相
談

を
き
っ
か
け
と
し
た
再
加

入
、
組
合
制
度
の
利
用
に
よ

る
加
入
、
そ
し
て
分
会
か
ら

の
声
か
け
に
よ
り
土
建
国
保

の
魅
力
を
感
じ
た
未
加
入
の

仲
間
か
ら
の
加
入
も
み
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
所
入

職
に
よ
る
加
入
が
多
い
な
か

で
も
、個
人
の
加
入
か
ら「
仲

間
が
仲
間
を
紹
介
す
る
」
拡

大
に
広
が
り
ま
し
た
。
「
2

人
世
帯
で
ひ
と
月
に
保
険
料

が
約
8
万
円
の
た
め
ど
う
に

か
し
た
い
」
と
高
額
な
公
営

国
保
料
に
苦
し
む
個
人
の
未

加
入
者
か
ら
の
相
談
が
き
っ

か
け
で
加
入
に
つ
な
が
り
、

さ
ら
に
そ
の
仲
間
の
紹
介
、

加
入
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
3
月
も
夜
間
統
一

行
動
、
昼
間
行
動
が
各
分
会

で
取
り
組
ま
れ
、
分
会
総
会

の
参
加
呼
び
か
け
や
対
象
者

発
掘
の
取
り
組
み
が
各
分
会

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
3
月
の

加
入
は
多
く
が
事
業
所
入
職

に
よ
る
も
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍

の
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
り

な
が
ら
も
事
業
所
の
採
用
活

動
は
活
発
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。
個
人
の
仲
間
の
つ
な
が

り
で
は
現
場
で
の
拡
大
行
動

が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ほ

か
、
春
は
税
金
相
談
と
労
災

の
年
度
更
新
の
時
期
と
い
う

こ
と
も
あ
り
一
人
親
方
労
災

加
入
な
ど
仲
間
の
要
求
に
応

え
る
加
入
も
み
ら
れ
た
な

か
、
個
人
事
業
者
だ
っ
た
仲

間
が
法
人
設
立
と
厚
生
年
金

適
用
を
き
っ
か
け
と
し
て
一

気
に
従
業
員
5
人
の
大
型
加

入
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も

み
ら
れ
た
ほ
か
、
個
人
の
仲

間
が
同
じ
現
場
の
組
合
未
加

入
の
仲
間
に
声
か
け
を
続

け
、
対
象
者
の
掘
り
起
こ
し

が
進
み
ま
し
た
。

「
春
一
番
拡
大
」
で
は
増

勢
に
む
け
た
組
織
拡
大
の
ほ

か
、
分
会
総
会
の
成
功
に
む

け
、
新
年
度
の
役
員
確
立
を

目
標
に
組
織
活
動
が
活
発
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
分
会

総
会
当
日
は
、
各
分
会
で
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

対
策
を
と
り
な
が
ら
、
分
会

課
題
の
討
議
や
新
年
度
の
役

員
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
1
年
の
拡
大
運
動

に
お
い
て
も
、
拡
大
と
組
織

づ
く
り
は
常
に
「
運
動
の
両

輪
」
と
し
て
考
え
な
が
ら
、

「
組
織
づ
く
り
の
集
中
月

間
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

「
春
の
拡
大
月
間
」
は
引

き
続
き
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対

策
に
配
慮
し
な
が
ら
、
「
で

き
る
」
分
会
活
動
を
重
点

に
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
仲

間
の
活
躍
で
、
活
動
本
来
の

�
や
り
が
い
�
や
�
楽
し
さ
�

を
「
仲
間
と
の
対
話
」
で
伝

え
ま
し
ょ
う
。

事
業
所
へ
の
対
話
の
ほ
か

に
も
、
仲
間
の
つ
な
が
り
か

ら
未
加
入
の
個
人
事
業
者
の

掘
り
起
こ
し
と
、
仲
間
の
さ

ら
に
仲
間
へ
と
広
げ
て
い
く

こ
と
が
大
き
な
カ
ギ
と
な
り

ま
す
。
例
の
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
法
人
設
立
を
予
定
・
検

討
し
て
い
る
個
人
の
仲
間
が

い
な
い
か
、
対
話
や
普
段
の

や
り
と
り
か
ら
情
報
を
得
る

こ
と
も
重
要
な
取
り
組
み
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
春
は
引

っ
越
し
の
多
い
季
節
と
な
り

ま
す
。
「
転
居
先
の
公
営
国

保
料
が
高
い
」
な
ど
の
理
由

か
ら
土
建
国
保
へ
の

切
り
替
え
を
検
討
さ

れ
る
方
が
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
う
い
っ
た
仲
間
の

情
報
も
確
認
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
春
の

拡
大
月
間
へ
の
ご
協

力
、
皆
さ
ん
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
参
加
者

の
大
幅
な
減

少
が
予
想
さ

れ
た
「
3
・

13
重
税
反
対

ね
り
ま
区
民

パ
レ
ー
ド
・

集
団
申
告
」
は
、
昨
年
（
1

7
3
人
）
に
近
づ
く
1
7
1

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

「
3
・
13
」
は
、
区
内
で
活

動
を
す
る
市
民
団
体
や
労
働

組
合
で
組
織
す
る
「
3
・
13

重
税
反
対
ね
り
ま
実
行
委
員

会
」
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、

毎
年
様
々
な
業
種
、
働
き
方

の
仲
間
と
と
も
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
今
年
は
特
に
申
告
相

談
等
、
日
頃
の
税
金
活
動
で

の
呼
び
か
け
の
成
果
や
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
申
告
者

の
税
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
る
行
動
と
な
り

ま
し
た
。
3
月
24
日
に
「
ね

り
ま
イ
ン
パ
ク
ト
（
区
内
一

斉
宣
伝
）
」
（
7
団
体
97
人

参
加
）
、
3
月
29
日
に
「
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
学
習
会
」（
36

人
）と
連
続
し
て
成
功
さ
せ
、

不
公
平
な
税
金
制
度
の
実
態

を
広
く
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
し

た
。
▽
仲
間
に
と
っ
て
確
定

申
告
を
行
う
こ
の
時
期
は
、

自
身
の
売
り
上
げ
や
経
営
実

態
を
見
直
す
だ
け
で
な
く
、

運
動
に
参
加
を
す
る
こ
と

で
、
あ
ら
た
め
て
納
税
者
の

権
利
や
、
税
の
仕
組
み
、
矛

盾
点
な
ど
を
知
る
機
会
に
な

り
ま
す
。
生
活
に
直
結
を
す

る
税
金
制
度
へ
の
怒
り
や
要

求
は
、
税
の
負
担
と
と
も
に

増
す
ば
か
り
で
す
。
（
渡
）

対
話
か
ら
組
織
の
強
化

組
織
の
増
勢
へ
と
つ
な
げ
よ
う

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききなななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱柱にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

「
春
の
拡
大
月
間
」が

始
ま
り
ま
す

「
春
の
拡
大
月
間
」が

始
ま
り
ま
す

仲
間
が
仲
間
を
紹
介
す
る

仲
間
が
仲
間
を
紹
介
す
る

困
っ
た
と
き
の

相
談
先
と
し
て
力
に

困
っ
た
と
き
の

相
談
先
と
し
て
力
に

ひとつひとつの対話がひとつひとつの対話が
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事
業
所
の
採
用
活
動
が

活
発
に
な
る

事
業
所
の
採
用
活
動
が

活
発
に
な
る

分
会
総
会
で
の
組
織
づ
く
り

分
会
総
会
で
の
組
織
づ
く
り

新
た
な
加
入
を
喜
ぶ
仲
間
達
（
旭
町
光
が
丘
分
会

セ
ン
タ
ー
）
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さ
よ
う
な
ら
原
発
首
都
圏
集
会
（
＝
3
月
27
日
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
）

原
発
ゼ
ロ
国
会
前
集
会
（
＝
3
月
7
日
・
国
会
前
）

3
月
7
日
、
東
京
で
は

首
都
圏
反
原
発
連
合
（
反

原
連
）
が
、
「
原
発
ゼ
ロ

☆
国
会
前
集
会
・
原
発
事

故
か
ら
10
年
・
福
島
と
と

も
に
」を
開
催
し
ま
し
た
。

各
分
野
の
著
名
人
・
文
化

人
9
氏
が
ス
ピ
ー
チ
。
社

会
学
者
の
小
熊
英
二
さ
ん

は
「
脱
原
発
を
求
め
る
運

動
が
、
国
民
世
論
と
認
識

を
変
え
た
」
「
原
発
ゼ
ロ

が
圧
倒
的
な
世
論
と
な

り
、
稼
動
原
発
も
減
り
、

日
本
社
会
に
大
き
な
変
化

を
も
た
ら
し
た
。
」
と
述

べ
ま
し
た
。

東
京
土
建
デ
ー
の

歩
み原

発
事
故
か
ら
1
年
後

の
2
0
1
2
年
3
月
29

日
、
当
時
、
大
飯
原
発
再

稼
動
が
進
め
ら
れ
よ
う
と

す
る
状
況
に
対
す
る
抗
議

行
動
と
し
て
始
ま
っ
た

「
再
稼
動
反
対
！
首
相
官

邸
前
抗
議
」
行
動
は
、
以

後
9
年
間
毎
週
金
曜
日
に

実
施
さ
れ
、
今
年
3
月
26

日
で
4
0
0
回
を
数
え
ま

し
た
。
東
京
土
建
も
毎
月

最
終
金
曜
日
を
「
東
京
土

建
デ
ー
」と
し
て
設
定
し
、

練
馬
支
部
も
積
極
的
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
6
月
29
日

に
は
国
会
前
に
20
万
人
が

集
結
。
参
加
者
の
「
原
発

や
め
ろ
」「
再
稼
動
反
対
」

「
す
べ
て
の
原
発
、
い
ま

す
ぐ
廃
炉
」
の
コ
ー
ル
が

首
相
官
邸
・
国
会
を
包
み
、

「
原
発
ゼ
ロ
」
の
圧
倒
的

な
世
論
を
国
民
に
可
視
化

し
ま
し
た
。

市
民
と
野
党
の
共

闘
に
発
展

反
原
連
の
活
動
は
「
1

人
ひ
と
り
が
自
発
的
に
参

加
す
る
新
し
い
市
民
運

動
」と
し
て
広
が
り
、「
政

治
が
お
か
し
い
」
と
感
じ

た
ら
自
家
製
プ
ラ
カ
ー
ド

を
掲
げ
首
相
官
邸
や
国
会

前
で
反
対
の
声
を
発
し
て

い
く
こ
と
が
当
た
り
前
の

風
景
と
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
安
保
法
制
廃
止
の
運

動
や
市
民
と
野
党
の
共
闘

に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。
反
原
連
の
行
動
は

一
旦
区
切
り
を
つ
け
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
中

心
メ
ン
バ
ー
の
ミ
サ
オ
・

レ
ッ
ド
ウ
ル
フ
さ
ん
は

「
活
動
は
休
止
し
ま
す
が
、

解
散
は
し
ま
せ
ん
。
原
発

ゼ
ロ
に
な
る
ま
で
は
、
何

か
あ
れ
ば
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
せ
る
よ
う
に
し
て
お

き
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い

ま
す
。

野
外
集
会
の
成
功

3
月
27
日
に
は
、
「
さ

よ
う
な
ら
原
発
1
千
万
署

名
市
民
の
会
」
主
催
に
よ

る
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
首

都
圏
集
会
」
が
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
場
内
は
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
か
ら
人
数
制

限
一
杯
の
1
3
0
0
人
と

会
場
内
に
入
れ
な
か
っ
た

方
々
2
0
0
人
を
含
め
計

1
5
0
0
人
が
参
加
。
集

会
後
銀
座
ま
で
デ
モ
行
進

を
行
い
ま
し
た
。

「
原
発
の
な
い
社
会
」の
実
現
を
！

「
原
発
の
な
い
社
会
」の
実
現
を
！

福島第一原発事故から10年福島第一原発事故から10年
東
日
本
大
震
災
・
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
か
ら
１０
年
を
迎
え
た
２
０

２
１
年
３
月
、
全
国
各
地
で
「
原
発
ゼ

ロ
」
の
実
現
を
求
め
て
集
会
・
宣
伝
行

動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
・
東
京
電
力
福
島
第

一
原
発
事
故
か
ら
１０
年
を
迎
え
た
２
０

２
１
年
３
月
、
全
国
各
地
で
「
原
発
ゼ

ロ
」
の
実
現
を
求
め
て
集
会
・
宣
伝
行

動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

脱
原
発
を
求
め
る
市
民
運
動
が

社
会
に
変
化
を
も
た
ら
し
た

脱
原
発
を
求
め
る
市
民
運
動
が

社
会
に
変
化
を
も
た
ら
し
た
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「
脱
原
発
」
を
め
ざ
す
市

民
行
動
は
、
練
馬
の
地
域
で

も
地
道
に
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
市
民
グ
ル
ー
プ

や
個
人
を
中
心
結
成
さ
れ
た

「
さ
よ
な
ら
原
発
ね
り
ま
ア

ク
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
毎
月
11

日「
脱
原
発
練
馬
駅
頭
宣
伝
」

は
、
今
年
3
月
11
日
に
第
86

回
目
を
迎
え
18
人
（
土
建
3

人
）
の
参
加
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
個
人
参
加
を
中
止
に

始
ま
っ
た
こ
の
宣
伝
行
動

は
、
雨
天
で
も
実
施
さ
れ
、

2
〜
3
人
で
の
開
催
と
な
っ

た
回
も
あ
り
ま
し
た
が
、
7

年
半
に
渡
り
続
け
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
土
建
練
馬
支
部
は

毎
月
1
分
会
ず
つ
交
代
で
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
3

月
13
日
に
は
、
同
じ
く
「
さ

よ
な
ら
原
発
練
馬
ア
ク
シ
ョ

ン
」
主
催
に
よ
り
「
3
・
11

を
忘
れ
な
い
・
脱
原
発
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
＠
石
神
井
」
が

石
神
井
公
園
駅
頭
で
行
わ

れ
、
市
民
団
体
・
労
働
組
合

・
野
党
会
派
を
含
め
団
体
・

個
人
60
人
（
土
建
8
人
）
が

結
集
し
ま
し
た
。

市
民
運
動
の
発
展
と

と
も
に

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り

恒
例
と
な
っ
た
「
ミ
ニ
集
会

＆
パ
レ
ー
ド
―
ね
り
ま
で
も

デ
モ
」
は
実
施
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
音
楽
と
ト
ー
ク

を
交
え
た
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
区
民
に「
原
発
い
ら
な
い
」

の
声
を
広
げ
ま
し
た
。
二
胡

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
豊
岡
マ
ッ

シ
ー
さ
ん
に
よ
る
反
原
発
の

思
い
を
の
せ
た
沖
縄
音
楽
歌

唱
に
続
き
、
福
島
か
ら
の
避

難
者
を
は
じ
め
「
福
島
こ
ど

も
保
養
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＠
練

馬
」「
元
気
力
発
電
所
」「
核

・
原
発
の
な
い
未
来
を
子
ど

も
た
ち
に
＠
練
馬
」
「
子
ど

も
対
を
放
射
能
か
ら
守
る
練

馬
ネ
ッ
ト
」
な
ど
市
民
グ
ル

ー
プ
か
ら
の
参
加
者
6
人
が

リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
「
原
発
事

故
に
よ
っ
て
い
ま
だ
に
地
元

に
戻
れ
な
い
人
、
生
活
が
変

っ
て
し
ま
っ
た
人
が
沢
山
い

る
。
」
「
現
地
は
10
年
前
と

景
色
が
変
っ
て
い
な
い
の

に
、
政
府
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
で
原
発
事
故
は
収
束

し
た
こ
と
に
し
よ
う
と
し
て

い
る
」
「
10
年
を
「
節
目
」

と
い
う
言
葉
で
よ
く
使
わ
れ

る
が
、被
災
者
に
と
っ
て「
区

切
り
」
は
ま
っ
た
く
つ
い
て

い
な
い
。
」
と
の
声
も
寄
せ

ら
れ
、
地
域
で
被
災
地
の
現

状
を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。

今
こ
そ
転
換
を
求
め
よ
う

原
発
を
廃
止
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
転
換
す
る
「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法

案
」
は
、
2
0
1
8
年
3
月
に
野
党
4

党
共
同
で
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
議
席
の
多
数
を
も
つ
与
党
が
審
議

を
拒
み
続
け
て
い
ま
す
。
こ
の
法
案
の

制
定
を
求
め
る
請
願
署
名
は
、
土
建
練

馬
支
部
で
は
3
月
の
群
会
議
で
取
り
組

み
（
4
月
2
日
現
在
）
3
1
0
5
筆
集

約
さ
れ
ま
し
た
。

原
発
ゼ
ロ
こ
そ
国
民
の
声

福
島
第
一
原
発
事
故
当
時
全
国
54
基

あ
っ
た
原
発
は
、
事
故
後
約
4
割
に
あ

た
る
21
基
の
廃
炉
が
決
定
し
て
お
り
、

再
稼
動
し
た
9
基
に
つ
い
て
も
現
在
営

業
運
転
中
の
原
発
は
4
基
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。原
発
が
発
電
量
に
占
め
る
割
合
は
、

最
高
時
の
1
9
9
8
年
は
37
％
で
し
た

が
、
2
0
1
9
年
に
は
6
・
5
％
に
す

ぎ
ず
太
陽
光
発
電
（
7
・
4
％
）
以
下

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
3
月
に
発

表
さ
れ
た
日
本
世
論
調
査
会
の
結
果
で

は
、
90
％
の
国
民
が
再
び
原
発
の
「
深

刻
な
事
故
が
起
き
る
可
能
性
」
が
あ
る

と
答
え
、
76
％
が
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
求

め
て
お
り
、
民
意
は
明
確
で
す
。
今
年

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ

る
年
で
す
。
一
方
、
今
年
10
月
ま
で
に

総
選
挙
が
必
ず
実
施
さ
れ
ま
す
。
練
馬

の
地
域
で
も
引
き
続
き
草
の
根
の
運
動

を
広
げ
、
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
政
治
へ

の
転
換
を
求
め
る
世
論
を
高
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

練
馬
に
広
が
る
草
の
根
の
運
動

定
例
駅
頭
宣
伝
は
86
回
に

練
馬
に
広
が
る
草
の
根
の
運
動

定
例
駅
頭
宣
伝
は
86
回
に

運動に参加をした仲間達（＝3月13日・石神井公園）

脱
原
発
練
馬
駅
頭
宣
伝
（
＝
3
月
11
日
・
練
馬
駅
）

「
脱
原
発
」は
国
民
の
願
い

「
原
発
ゼ
ロ
」め
ざ
す
政
治
へ

「
脱
原
発
」は
国
民
の
願
い

「
原
発
ゼ
ロ
」め
ざ
す
政
治
へ

脱
原
発
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
＝
3
月
13
日
・
石
神
井
公
園
）
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「
コ
ロ
ナ
禍
皆
様
ご
苦
労

様
で
す
。
健
康
に
は
お
気

を
付
け
て
頑
張
っ
て
下
さ

い
。
」
泉
分
会
の
浅
水
さ

ん
よ
り
優
し
い
心
使
い
の

あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き

ま
し
た
。

読
者
の
仲
間
の
皆
様
の

健
康
を
編
集
者
一
同
、
日

々
願
っ
て
お
り
ま
す
。
今

月
も
皆
様
か
ら
の
お
便
り

を
紹
介
し
ま
す
。

◇
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束

し
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
出
掛

け
た
い
で
す
。
（
早
宮
分

会
／
天
野
邦
子
さ
ん
）

◇
ど
う
に
も
デ
ジ
タ
ル
と

い
う
、
ふ
わ
ふ
わ
し
た
も

の
が
苦
手
で
す
。
（
苦
手

意
識
の
せ
い
か
知
識
不
足

の
せ
い
か
。
）
自
分
に
と

っ
て
デ
ジ
タ
ル
で
の
失
敗

は
毎
度
、
取
り
返
し
の
つ

か
な
い
場
合
が
多
い
か
ら

で
す
。
結
局
最
後
に
頼
れ

る
の
は
紙
と
鉛
筆
、現
金
。

そ
し
て
自
分
の
脳
み
そ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
文

章
＆
イ
ラ
ス
ト
石
神
井
分

会
／
平
田
可
織
さ
ん
）

今
年
も
青
年
部
を
中
心
に

し
た
メ
ー
デ
ー
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
製
作
が
始
ま
り
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
は
中
止

と
な
り
ま
し
た
が
、
支
部
で

の
展
示
を
目
指
し
て
連
日
製

作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年

は
ど
ん
な
作
品
が
生
ま
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
製
作
に
ご

協
力
を
頂
け
る
方
は
ぜ
ひ
青

年
部
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

3
月
か
ら
書
記
と
し
て
勤

務
し
て
い
る
山
中
で
す
。
そ

れ
ま
で
は
約
2
年
間
、
職
員

と
し
て
建
設
業
許
可
、
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

の
実
務
の
担
当
を
し
て
き
ま

し
た
。
あ
ら
た
め
て
自
己
紹

介
い
た
し
ま
す
。
出
身
は
神

奈
川
県
川
崎
市
で
す
。
今
は

な
き
、
向
ヶ
丘
遊
園
地
の
裏

山
で
子
ど
も
時
代
を
過
ご
し

ま
し
た
。
緑
豊
か
な
と
こ
ろ

で
、狸
に
餌
付
け
を
し
た
り
、

カ
ブ
ト
ム
シ
を
取
っ
た
り
、

そ
ん
な
の
ど
か
な
子
ど
も
時

代
で
し
た
。
は
じ
め
に
勤
め

た
と
こ
ろ
が
神
奈
川
土
建
川

崎
中
央
支
部
で
し
た
。
そ
の

後
、
支
部
の
異
動

が
あ
り
川
崎
中
原

支
部
で
活
動
し
ま

し
た
。
そ
の
後
は

人
生
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
し
て
、東
京
、

埼
玉
、
兵
庫
に
移
り
、
2
年

半
前
に
ご
縁
が
あ
り
、
東
京

土
建
練
馬
支
部
で
働
い
て
い

ま
す
。労
働
組
合
の
書
記
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
て
団
結
を
作
っ
て
い

く
、
大
変
で
す
が
、
や
り
が

い
が
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま

す
。
あ
の
人
が
い
て
よ
か
っ

た
な
と
、
一
人
で
も
多
く
の

人
に
思
っ
て
も
ら
え
る
書
記

に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

■
ヨ
コ
の
カ
ギ

1

再
利
用
し
ま
す

5

「
小
さ
い
」
を
意
味
す

る
仏
語

7

…
…
も
甘
い
も
か
み
分

け
て

8

日
本
工
業
規
格
に
合
格

し
た
印

10

普
通
と
違
っ
て
特
別
な

こ
と

12

地
球
表
面
積
の
約
30
％

で
す

13

花
を
植
え
て
い
ま
す

15

人
口
は
世
界
第
2
位

16

二
つ
で
一
組

17

思
い
が
け
な
い
め
ぐ
り

合
い

18

報
道
機
関
と
い
う
意
味

も

20

鶏
肉
と
卵
の
…
…
丼

22
「
花
の
…
…
」
と
は
桜
の

花
が
一
面
満
開
に
な
る

こ
と

23

「
檸
檬
」
っ
て
読
め
ま

す
か
？

24

仲
の
良
い
母
親
同
士

■
タ
テ
の
カ
ギ

1

「
ピ
ア
ノ
の
魔
術
師
」

と
称
さ
れ
る
19
世
紀
の

音
楽
家

2

最
近
は「
ツ
ー
リ
ン
グ
」

と
も
呼
ば
れ
ま
す

3

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
あ
ま

ち
ゃ
ん
」
の
ロ
ケ
地
は

岩
手
県
…
…
市

4

不
在
で
す

5

ハ
チ
ミ
ツ
が
大
好
き
な

ク
マ
の
…
…
さ
ん

6

…
…
の
小
径
は
京
都
・

嵐
山
の
シ
ン
ボ
ル

9

取
っ
手
付
き
で
円
筒
形

の
器

11

大
勢
が
同
じ
こ
と
を
言

い
ま
す

14

「
直
接
」
と
い
う
意
味

で
す

15

走
っ
た
あ
と
は
、
ハ
ア

ハ
ア

19

「
李
」
と
書
く
果
実

21

ひ
ょ
う
た
ん
と
い
え
ば

ガ
ラ
ス
工
（
2
人
）
社
員

Ｙ
Ｋ
Ｇ
（
高
松
分
会
）

練
馬
区
高
松
3
―
20
―
6
―

2
0
1

☎
0
8
0
―
4
9
3
6
―
0

6
5
6

配
管
工
（
2
人
）
短
期
・
請

負㈲
川
戸
設
備
（
泉
分
会
）

練
馬
区
東
大
泉
6
―
47
―
6

☎
0
9
0
―
8
8
0
7
―
9

4
7
4

Ｌ
Ｇ
Ｓ
ボ
ー
ド
工
（
3
人
以

上
）
社
員

㈱
坪
田
内
装（
北
練
馬
分
会
）

練
馬
区
錦
2
―
6
―
5

☎
0
9
0
―
5
4
2
4
―
0

4
9
4

造
園
（
剪
定
）
工
（
1
人
）

社
員

ガ
ー
ド
ゥ
ナ
ァ
・
ド
イ
（
豊

玉
分
会
）

練
馬
区
豊
玉
中
4
―
3
―
13

―
4
0
3

☎
0
9
0
―
8
6
4
8
―
5

6
7
3

お
問
い
合
わ
せ
＆
申
し
込
み

は
東
京
土
建
練
馬
支
部
求
人

・
求
職
係
ま
で

☎
0
3
―
3
8
2
5
―
5
5

2
2

〇
2
月
9
日
（
2
6
0
1
号
）
の
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

答
え
：
デ
ン
シ
マ
ネ
ー（
電
子
マ
ネ
ー
）

当
選
者

泉
分
会

浅
水
照
夫
さ
ん

石
神
井
分
会

平
田
可
織
さ
ん

早
宮
分
会

中
里
恒
雄
さ
ん

早
宮
分
会

髙
木
整
さ
ん

早
宮
分
会

早
瀬
由
香
里
さ
ん

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
正
解
を
答
え

て
お
送
り
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
、

抽
選
で
5
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
（
5

0
0
円
分
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
宛
先
】
〒
1
7
6
―
0
0
2
3

練
馬
区
中
村
北
1
―
6
―
2

東
京
土

建
練
馬
支
部
「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
係

【
締
め
切
り
】
2
0
2
1
年
5
月
28
日

（
金
）
支
部
到
着
分
ま
で

余
白
に
お
便
り
や
イ
ラ
ス
ト
を
自
由
に

お
書
き
下
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

新
入
書
記
紹
介

求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求求
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人

山
中

耕
太
書
記

山
中

耕
太
書
記

青
年
部
の
デ
コ
製
作

青
年
部
の
デ
コ
製
作

どどど
んんん
ななな
作作作
品品品
ががが
生生生
ままま
れれれ
るるる
かかか
？？？

長
い
胴
体
に
こ
の
顔
は
…
？


